
露

回
選
抜
高
校
罫

済

々

晏

靱
扮
眈
檸
憑
管
卜

夏
の
苦
い
敗
戦
が
エ
ー
ス

大
竹
耕
太
郎
を
全
国
屈
指
の

左
腕
に
成
長
さ
せ
た
。

「制

球
力
も
大
事
だ
が
、　
一
球

一

球
へ
の
意
識
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
」
。
２
季
連
続
で
チ
ー

ム
を
甲
子
園
に
導
い
た
大
黒

柱
は
、
再
び
踏
む
ひ
の
き
舞

台
の
マ
ウ
ン
ド
ヘ
静
か
に
闘

志
を
燃
や
す
。

昨
秋
は
県
大
会
、
九
州
大

会
計
１０
試
合
を
全
て
１
人
で

投
げ
抜
き
、
５
試
合
を
完
封
。

８４
イ
ニ
ン
グ
８９
奪
三
振
、
防

御
率
ｌ

ｏ
ｌ８
と
抜
群
の
安
定

感
を
見
せ
た
。
甲
子
園
で
２

試
合
完
投
し
た
自
信
を
胸

に
、
直
球
の
勢
い
や
変
化
球

の
切
れ
、
制
球
力
…
と
投
球

全
般
に
わ
た
っ
て
進
化
を
遂

●

げ
た
。

持
ち
味
の
打
者
の
手
元
で

鋭
く
伸
び
る
直
球
は
最
速
■

４
０
♂
。
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
カ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
シ
ュ
ー
ト
に

加
え
、
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
、

フ
ォ
ー
ク
を
覚
え
た
。
夏
の

甲
子
園
３
回
戦
、
大
阪
桐
蔭

戦
で
初
め
て
１
試
合
で
本
塁

打
３
発
を
浴
び
た
教
訓
か

ら
、
縦

の
変
化
を
意
識
し

て
投
球
の
幅
を
広
げ
て
い

る
。昨

年
は
夏
の
県
大
会
、
秋

の
県
大
会
、
九
州
大
会
の
い

ず
れ
も
連
投
と
な
っ
た
決
勝

で
打
ち
込
ま
れ
た
。
ス
タ
ミ

ナ
不
足
解
消
に
向
け
、
冬
場

は
走
り
込
み
と
体
幹
を
中
心

と
し
た
筋
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
徹
底
的
に
重
ね
た
。

「連
投
に
な
っ
て
も
、
柔

軟
性
を
失
わ
な
い
体
づ
く
り

を
目
指
す
」
。
実
戦
練
習
が

本
格
化
し
た
２
月
以
降
も
チ

ー
ム
練
習
の
合
間
を
見
て
黙

々
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
励
む
。

体
重
は
夏
か
ら
５
∫
増
え
、

体

つ
き
は

一
回
り
た
く
ま
し

く
な

っ
た
。

練
習
試
合
が
始
ま

っ
た
８

日
以
降
、
既
に
３
試
合
に
登

板
し
た
。
立
ち
上
が
り
の
制

球
に
や
や
苦
し
む
場
面
が
目

立

っ
た
が
、

１０
日
の
熊
本
商

戦
は
７
回
を
６
奪
三
振
、
失

点
１
と
ま
ず
ま
ず
の
投
球
を

披
露
。

「出
だ
し
は
変
化
球

が
定
ま
ら
な
か

っ
た
の
で
、

連
投
も
覚
悟

た
く
ま
し
く
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黙
々
と
走
り
込
む
大
竹
耕
太
郎
投
手
＝
済
々
豊

（谷
川
剛
）

直
球
主
体
に
変
え
た
」
と
、

女
房
役
の
安
藤
太

一
と
の
息

も
合

っ
て
き
た
。

「
２
人
と

も
伸
び
し
ろ
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
」
と
池
田
満
頼
監
督
。
基

本
的
に
調
整
は
バ
ッ
テ
リ
ー

任
せ
に
し
て
見
守
る
。

バ
ッ
ク
も
秋
の
県
大
会
は

準
備
不
足
か
ら
守
備
位
置
が

甘
く
な
り
、
長
打
を
許
す
場

面
も
あ

っ
た
が
、
九
州
大
会

は
４
試
合
で
４
失
策
。
持
ち

前
の
堅
守
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
。　
一
冬
越
え
、
指
揮
官

も

「特
に
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
が

安
定
し
て
き
た
」
と
手
応
え

を
話
す
。

投
手
陣
は
■
年

の
岡
泰

成
、
安
柴
汰
樹
の
両
有
腕
ら

が
控
え
る
が
、
公
式
戦
登
板

は
な
く
、
２
番
手
以
降
の
力

は
未
知
数
だ
。

「自
分

一
人

で
投
げ
抜
く
た
め
に
も

″
省

エ
ネ
投
法
″
を
意
識
し
て
い

る
」
と
大
竹
。
大
黒
柱
の
自

覚
も
十
分
に
マ
ウ
ン
ド
に
上

が
る
¨
　

　

（坂
本
尚
志
）

輻

解


